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令和５年８月定例教育委員会議事録 

        （白石町教育委員会会議規則第１６条及び第１７条の規定により作成） 

 

１ 日 時  令和５年８月２２日（火）午前９時００分 

                     役場３階 大会議室 

２ 出 席 委 員  北村教育長 松尾委員 堤 委員 川﨑委員 一ノ瀬委員 

３ 事務局職員  出雲学校教育課長 矢川生涯学習課長 梅木主任指導主事 

         永石新しい学校づくり専門監 山下学校教育課課長補佐 

         永尾生涯学習課課長補佐 吉原学校教育課課長補佐 

喜多指導主事 堤教育総務係長 今福学校教育係長 

 本山新しい学校づくり係長 池田新しい学校施設係長 

 山口学校給食係長 下平指導主事 武富指導主事 

 吉田国民スポーツ・全障スポーツ大会推進係長 

稲富生涯スポーツ係長 

 

４ 教育長の報告 別紙資料のとおり 

 

５ 会議に附した議案 なし 

 

６ 動議の提出者 なし 

 

７ 議事の概要  別紙資料のとおり 

 

８ 議 決 事 項  なし 

 

９ その他 

・事務局からの報告 

・傍聴者 なし 
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１ 開 会  9：00～ 

   出雲課長 

 

２ 前回議事録の承認  9：01～ 

   ７月定例教育委員会の会議録を資料により説明。 

   委員全員承認 

 

３ 教育長の報告  9：02～ 

 （前回以降の主な動向） 

   資料より数点を内容紹介。 

    8/1   町の就学相談会（～8/3 まで） 

       特別支援教育のガイダンス及び特別支援学校に関する事などを説明。 

    8/3  おおどぼう夏の自然体験（～8/5 まで） 

平戸市大島村で開催され、25 名が参加。 

    8/7  SAGA 国スポ全障スポ協賛品受領式 

       町建設業組合よりライン引き（2台）、折りたたみ式リヤカー（1台）が寄付。 

    8/8  第 5 回郡 PTA 連合会・教育委員会連絡協議会 

       スマートフォンの安全安心な活用に際し、郡 PTA と三教育委員会で子ども達

向けのパンフレットを作成中。年内に完成予定。 

    8/9  町議会臨時会 

議案が 4件あり、そのうちの 3件が学校教育課関係の案件。 

    8/16 町夏祭り花火大会 

       4 年ぶりに開催。福富太鼓、リズムダンスが披露され、その後、花火が打ち

上げられました。 

 

 資料により概要の報告。 

  ・令和 6年度佐賀県公立学校教員採用試験・秋選考 

   昨年より秋選考が始まり、好評を得ている。一般選考と特別選考があります。 

 

４ 連絡事項  9：14～ 

（１）問題行動等月別報告について 

    武富指導主事：資料により詳細説明。 

           7 月現在の不登校の状況ですが、小学校で新たに 1名の生徒が不 

登校となっていますが、現在は元気に通学しているとのことです。 

各学校で、夏休み前に完全不登校の生徒宅へ家庭訪問等を行い、 

夏休みの過ごし方等について保護者の方と話をされています。 
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いじめについては、小学校で 8件、中学校で 2件あがっています。 

学校より指導を行っていただき、早めの対応をとっていただいて 

おります。 

出雲課長：この件について、ご質問等ないでしょうか。 

堤 委員：不登校の件ですが、福富中学校 2年生だけで完全不登校の生徒が 4人 

いるというのは、全体の割合から見ればかなりの割合だと思われます 

が、その背景に何かあるわけではないのですか。 

武富指導主事：それぞれの子どもの状況であり、関連性はないと思われますが、4 

人にうち 2人については、昨年度も不登校という状況であり、あ 

との 2人ついては、昨年度は不登校ではなく、今年度より不登校 

になっている生徒です。割合から見れば確かに多くなっている状 

況であります。 

    堤 委員：福富中学校 2年生の学年自体が抱えている問題等ではないのですか。 

    武富指導主事：そういう事ではなく、それぞれの子どもの状況によるものです。 

出雲課長：この件について、他にご質問等ないでしょうか。 

（全委員承諾） 

 

（２）全国学習状況調査の結果について 

   喜多指導主事：資料により詳細説明。 

          今年度、4月 18 日に全国学習状況調査が行われました。小学校に 

ついては、国語、算数が行われ、中学校については、国語、数学、 

英語となっております。英語においては、3年に 1回行われていま 

す。 

出雲課長：この件について、ご質問等ないでしょうか。 

教 育 長：この調査内容については、学校として一番に考えるべきところだと思 

います。国語については、小学校 7校が全国比以上の結果となってい 

ます。算数については、4校が全国比以上の結果です。中学校におい 

ては厳しい状況であり、国語においては、3校とも全国比を下回って 

おります。数学ついては、1校だけが全国比並みとなっています。英 

語については、ほぼ全国比を下回っています。小中学校においては、 

自分の学校がどのような状況にあるのかを把握し、具体的な分析を行 

ったうえで、対処していかないと今後も厳しいと思われます。 

一ノ瀬委員：質問ですが、平均で見ることに対しても問題点があると思われます 

が、中学校の平均正答率の低さは厳しいと感じました。例えば、で 

きる子、できない子の二極化の傾向はありますか。 

喜多指導主事：二極化といいますか、全国比と比べた場合、全体的に低い傾向に 
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あると思われます。 

一ノ瀬委員：今、小学校において全国比を上回っている生徒が、中学校に行った 

時の結果が気になるところです。この結果を踏まえ、学校側として 

は、この結果に対する指導方法等を求められていると思います。 

喜多指導主事：今回の結果を踏まえ、今後の授業の中で取り組むことが大事であ 

ると考えます。 

川﨑委員：中学校では、成績が低い子どもさんに対しては、授業以外に何かしら 

対策（補習）をされているのですか。 

喜多指導主事：放課後等補充学習支援があります。中学校で行われており、学校 

によって形態は色々ありますが、有明中学校では、中学 3年生を 

対象に受験前に苦手としている教科に対し、放課後に個別学習を 

されていました。その学習に担当の先生が入っていただき、教え 

られていました。 

松尾委員：毎回、この調査結果が出る度に小学校は良く、中学校は何でっていう 

結果が毎回ですよね。今の中学生も小学生の時は良かったはずなので、 

中学校で宿題を増やす、あるいは家庭学習等の根本的な変革が必要だ 

と思いますが。 

喜多指導主事：家庭学習も一つの学習方法ではありますが、学校の授業が一番の 

学習であります。今は個別最適な学びの推進といわれており、や 

はり、その子に合った学習方法が大事になってくると思われます。 

堤 委員：先程、一ノ瀬委員さんより二極化しているものを平均値で比較する事 

自体がどうなのかと指摘されましたが、色々な値がある中で、どうい 

う意味があり何を代表値とした方が望ましいのか、そのデータにとっ 

て何を代表とし考えるのが望ましいのか、根本的な内容の理解ができ 

ていないような気がしています。 

出雲課長：この件について、他にないでしょうか。 

（全委員承諾） 

 

（３）県テストの結果について 

   喜多指導主事：資料により詳細説明。 

          今年度より実施時期及び対象が変わりました。今年度からは時期 

が 4月に変わり、対象については、小学校では小学 5年生の国語 

と算数、中学校では、中学 2年生の国語、数学、理科ということ 

で、教科も限定されております。 

出雲課長：この件について、ご質問等ないでしょうか。 

（全委員承諾） 
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（４）町民スポーツ大会開催について 

   稲富係長：資料により詳細説明。 

        今年度は、10 月 8 日（日）に開催し、町内 6会場で午前中のみの開催 

としております。競技内容等については、各実行委員会で協議されて 

いるところです。なお当日、雨天の場合は中止とします。 

出雲課長：この件について、ご質問等ないでしょうか。 

一ノ瀬委員：白石地域のスポーツ大会が、一つにまとまる、あるいは 3地域のス 

ポーツ大会が一つにまとまる予定はありますか。 

永尾補佐：現在、旧町ごとのやり方を継続して開催しています。白石町内の自治 

公民館は全部で 109 あります。有明地域につきましては、3小学校あ 

りますが、一つの運動会として開催しており、自治公民館としては 36 

あり、それを 14 の団に分けられています。白石地域につきましては、 

4 小学校が一つになる訳ですが、自治公民館としては 64 あり、これを 

一つの運動会として開催できる状況ではありません。ですから 2年前 

から各団等の編成について説明をさせていただいておりますが、自治 

公民館のご理解が得られていない状況であります。小学校再編もあり 

ますので、今後町民スポーツ大会の在り方についても検討していくこ 

とが必要だと思われます。 

堤 委員：開催について気づいた点を 3つ申し上げます。 

一つ目は、喫煙場所についてです。どこの会場も学校敷地内が禁煙で 

すから、正門（出入口）付近に喫煙場所を設置されると思われます。 

2019 年から 2020 年にかけて健康増進法の大幅な改正があり、受動喫 

煙についても改正されています。正門（出入口）付近に喫煙場所を設 

置した場合、正門（出入口）はみんなが通行する場所なので、受動喫 

煙を避ける取り組みが必要になりますので、全会場で徹底した対策を 

お願いします。 

二つ目は、開催が半日開催に至った経緯の明確な説明をお願いします。 

公民館長会等で説明されていると思いますが、その他の方への周知も 

ありますので、よろしくお願いします。 

三つ目は、消防団からの意見で、消防団が参加する種目がないのに、 

ボランティア活動のためだけに消防団を参加させるのはどうなのかと 

いう意見がありました。他の地域でも考えられる事なので、町全体と 

して検討していただければと思います。 

矢川課長：一つ目の喫煙場所につきましては、各会場で設置場所の検討が必要と 

なりますので、事務局で再度検討します。 

二つ目の半日開催に至った経緯につきましては、公民館長会で説明し 
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了承を得たうえで、実行委員会で協議していただいております。まだ、 

コロナ禍を脱していないということもあります。公民館においては、 

選手集めに苦慮されていることもあり、今回、半日で開催し、その後 

意見等を聞きながら、今後の開催について検討していきたいと考えて 

おります。 

三つ目の消防団につきましては、運動会の役員及び競技に出場される 

方もおられると思いますので、出動人員については、消防団の団長等 

と協議が必要であるため、まず総務課と打ち合わせを行いたいと思い 

ます。 

出雲課長：この件について、他にないでしょうか。 

（全委員承諾） 

 

（５）第 78 回国民スポーツ大会ソフトボール競技リハーサル大会の開催について 

吉田係長：資料により詳細説明。 

     大会名：第 75 回全日本総合女子ソフトボール選手権大会 

     主 催：公益財団法人 日本ソフトボール協会 

     共 催：小城市、上峰町、みやき町、江北町、白石町、太良町、 

各市町の教育委員会及び実行委員会 

後 援：スポーツ庁、佐賀県、佐賀県教育委員会 ほか 

会 期：令和 5年 9月 16 日（土）～18 日（月） 予備日 19 日（火） 

会 場：太良町 B＆G海洋センター運動広場 2面（16～18 日の 3日間） 

    白石町総合運動場 2面（16～17 日の 2日間） 

参加チーム：32 チーム 

（大会概要） 

本大会は、国内の女子ソフトボール最高峰リーグである JD リーグの所 

属 16 チームに全国各地区のブロック予選大会を勝ち抜いた 16 チーム 

を加えた強豪 32 チームが出場し、トーナメント方式で日本一を決定す 

る歴史と伝統のある大会である。オリンピックに出場した上野由岐子 

（うえの ゆきこ）選手や後藤希友（ごとう みう）選手など日本女 

子ソフトボール界を代表する選手たちによって熱い戦いが期待され、 

佐賀県内の高校出身選手も多数出場されることから、県民としても注 

目度の高い大会である。 

出雲課長：この件について、ご質問等ないでしょうか。 

（全委員承諾） 

堤 委員：有名な選手が来られるため、来場者も多いと予想されますので、駐車 

場の確保は大丈夫ですか。 
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吉田係長：駐車場につきましては、大会関係者の専用駐車場の他に会場周辺に来 

場者の駐車場を確保しています。 

堤 委員：高校生のソフトボール部をはじめ、遠方から来られる方への謝礼、 

お土産等は考えられていますか。 

吉田係長：謝礼的な物は、今のところ考えておりません。感謝状等をお渡しする 

ことは考えております。 

出雲課長：この件について、他にないでしょうか。 

（全委員承諾） 

 

出雲課長：次回の教育委員会の日程を決めたいと思いますが、9月 27 日（水）か 

9 月 28 日（木）でいかがでしょうか。 

それでは、9 月 28 日、木曜日の午前 9 時から開催したいと思います。 

 

（６）９月行事予定表について 

堤 係長：資料により詳細説明。 

出雲課長：この件について、ご質問等ないでしょうか。 

（全委員承諾） 

 

（７）その他 

   白石中学校の生徒の事故について 

出雲課長：資料により詳細説明。 

         8 月 11 日の午後 5時 30 分頃、国道 444 号線沿いにある与っちゃん直 

売所から有明海の方へ行った一つ目の交差点で事故が発生しました。 

有明海の方より国道 444 号線へ向かう車と白石方面から福富方面へ向 

かう中学生 2人が交差点で車と接触し事故が発生しています。一人は 

嬉野医療センターへ運ばれ、もう一人が、ドクターヘリで好生館へ運 

ばれています。嬉野医療センターへ運ばれた生徒は、打撲程度で今は 

元気に通学しています。好生館へ運ばれた生徒は、肝臓からの出血が 

疑われるということで、入院していましたが、14日に退院しています。 

念のため、再検査が 25 日にあると聞いています。ですが、指を負傷し 

ていたため、部活動はまだできないとのことでした。20 日に子ども達 

の現場検証が行われたと聞いています。二人とも大事には至らなかっ 

たということです。 

松尾委員：原因は車にあるのですか。 

出雲課長：正式に報告を受けておりませんので、詳細については分かりません。 

堤 委員：車と自転車 2台が接触した事故ですか。 
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出雲課長：そうです。 

堤 委員：ヘルメットの着用は、通学等に限らず着用するようにしていますか。 

法律改正等もあっていますので。 

出雲課長：ヘルメットの着用については、通学及び部活動の際は、着用するよう 

に指導していますが、普段の生活での着用については、分からない状 

況であります。今後、ヘルメットの着用について指導していく必要が 

あると考えています。 

出雲課長：その他について、委員の方より何か意見等ないでしょうか。 

（全委員承諾） 

 

５ 閉 会  10：48 

出雲課長 


